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 認知症発症への血管リスク因子、脳血管病変の関与が注目されている。本研究では血管リスク因

子を有する 600 名を対象として、脳大血管病変として頸動脈狭窄 脳小血管病変としてラクナ梗塞

を評価し、認知症発症の有無を 8 年間追跡調査した。8 年間に認知症は 57 例新規発症した。頸

動脈狭窄、ラクナ梗塞の存在は共に将来の認知症発症リスクを高めていた（下図）。頸動脈狭窄と

認知症発症との関連は年齢、性別で補正すると有意性は消失したが、ラクナ梗塞と認知症発症と

の関連は、年齢、性別、危険因子、教育歴、ApoE4 で補正しても有意であった。認知症発症には

脳大血管病変より脳症血管病変の存在の方が寄与が大きいと考えられた。 
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